
眞

佛

の

所

在

久

松

ね

興

私
は
叢

に
、
眞
佛
の
所
在
と
い
ふ
こ
と

に
就
て
考

へ
て
見
た
い
と
思
ふ
。
眞
佛

の
所
在
と
い

へ
ば
、
い

ふ
ま
で
も

か

な
く
眞

の
佛

の
在
り
露
と

い
ふ
こ
と

で
あ
る
。

い
つ
た

い
箕
の
佛
は
何
腱

に
在

る
で
あ
ら
う
か
。
か
～
る
問
題
は
決

し
て
新
ら
し
い
問
題

で
は
な
い
。
灘

の
租
師
方
も
古
來
屡

々
提
起
さ
れ
て
居
る
問
題

で
あ
る
。
例

へ
ば
、
兜
率
は
所

謂

「
三
關
」

の
第

一
關

で
、

つ
即
今
上
人

の
性
何
れ
の
庭
に
か
在
る
L
と
問
ひ
か
け
て
居
る
が
、
上
入
の
性
と
は
眞

佛

の
こ
と

に
外
な
ら
ぬ
か
ら
、
こ
の
間
は
眞
佛
は
何
庭
に
在

る
か
と
い
ふ
問
で
あ
る
。
叉
、
仰
山
は
潟
山
に
、

「
如

何
な

る
か
是
眞
佛

の
住
所
」
と
問
ひ
、
法
眼
は
臼
楊

に
、

「
眞
佛
何
れ
の
庭
に
か
佳
在
す
」
と
問
ふ
て
居
る
。
か

、

る
問

に
封
し
て
い
か

に
答

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
自
楊
は
法
眼

の
問
に
劉
し
て
、

「
定
庭
に
住
在
せ
す
」
と
答

へ
て

居

る
。

こ
れ
を
文
字
通
り
に
解
す
れ
ば
、
眞
佛
は
此
庭
と
か
彼
庭
と
か
き
ま

つ
た
庭

に
在

る
も

の
で
は
な

い
、
と
い

ふ
意
味

に
な
る
が
、
臼
楊
が
も
し
さ
う
い
ふ
意
味
で
答

へ
た
と
す
る
な
ら
ば
法
眼
の
問
底

に
契
當
し
な

か
つ
た
で
あ

ら
う
。
法
眼
は
1

兜
率
や
仰
山
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
が
・卜

眞
佛
の
所
在
を
端
的
、
具
髄
的
に
問
ふ
て
居
る
の

 で
あ

つ
て
、
概
念

的

、
抽
象

的

に
問

ふ

て
居

る

の
で
は
な

い
。

随

つ
て
、

そ
れ

に
封

す

る
答

も
そ

れ

に
相

鷹
す

る
も

眞

佛

の

所

在
'

(
一
)
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ヒ輿
佛

の
所

在

(
二
)

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
自
楊

の
答
が
法
眼

の
問

に
か
な

つ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
ら
ば
、

「
不
定
庭

住
在
」
は
眞
佛
所
在

の
全
露
現
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
不
定
庭
佳
在
」
は
、
も
は
や
眞
佛
所
在

の
學
問
的
、
概

念
的
説
明
で
は
な
く
し
て
、
眞
佛

の
具
膿
的
所
在
そ
の
も
の
で
あ
る
。

「
不
定
庭
住
在
」
は
、
郎
時
立
慮

の
眞
佛
土

撮
在

で
あ

る
。

「
不
定
庭
住
在
」
即

「
眞
佛
土
嚴
在
」
、
「
箕
佛
土
撮
在
」
帥

「
不
定
庭
住
在
」

で
あ

る
。

「
不
定
庭

佳
在
」
が
概
念
的
説
明

で
あ
る
場
合
に
は
、
眞
佛
土
は
帥
時
立
塵
の
現
誼

で
は
な

く
な
る
。

凡
そ
灘
の
問
答
は
測
ギ

リ
シ
ヤ
の
デ
イ
ァ

ロ
ー
グ
の
や
う
に
概
念
的
、

ロ
ゴ

ス
的
封
話

で
は
な
く
し
て
、
概
念
を

越
え
論
理
を
絶
す
る
眞

つ
裸

の
法
機
と
法
機
と
相
翻

つ
活
澄
濃
地
の
取
組

み
で
あ

る
。
そ
こ
に
暉
問
答

の
、
學
問
的

と
は
異

つ
た
宗
敏
的
、
實
践
的
性
格
が
あ
る
の
で
あ

る
。
灘
問
答

紅
於
け
る
問
答
者
は
、
學
問
的
、
分
別
的
で
は
な

く
し
て
、
無
分
別
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
も
し
も
暉
問
答

が
學
問
的
、
分
別
的
な
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
灘
問
答

程
荒
唐
無
稽
な
も
の
は
な

い
で
あ
ら
う
。
白
楊
の
「
不
定
庭
住
在
」
の
如
き
は
分
別
的

に
考

へ
て
も
、
ま
だ
理
路

の
と

ほ

つ
た
答
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
僧
問
昌雲
門
一、
如
何
是
佛
、
門

云
、
乾
尿
概
」
と

か
、
「
信
因
問
昌洞
山
"、
如

何
是
佛
、
山
云
、
麻

三
斤
」
と
か
い
ふ
や
う
な
問
答

に
於
け
る

「
乾
尿
概
」
「
麻

三
斤
」
と
い
ふ
答
は
、
分

別
的

に
考

へ
れ
ば
、
愚
弄
し
て
居

る
か
、
顧
み
て
他
を
云

つ
て
居

る
か
、
も
し
く
は
全
く
で
た
ら
め
の
も
の
と
し
か
思
は
れ
な

い

で
あ
ら
う
。

「
不
定
庭
住
在
」

に
し
て
も

が
、
「
眞
佛
何
庭
住
在
」
と

い
ふ
問
に
封
す
る
分
別
的
な
答
と
し
て
は
、

洵
に
曖
昧
な
、
不
充
分
な
も
の
と

い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
概

に

「
定
庭
に
佳
在

せ
す
」

と
い
つ
て
も
、
只
そ
れ
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憾

け

の
語

で
は

「
定

つ
た
住

庭

も
な

く
あ

ち
ら

こ
ち

ら
流
轄

し

て
居

る
」

と

い

ふ
意

味
か

、

「
一
切

慮

に
偏
在

し

て

居

つ
て
何

庭
と

い

つ
て
き

ま

つ
た
庭

に
在

る
も

の

で
は
な

い
」
と

い
ふ
意

味

か
、
は

た

叉
他

の
意

味

か
明

か

で
な

い
。

「
庭

」
と

い

つ
て

も
、
塞

間

的
な

場
所

か
、
意
識

界

の
場

所

か
何

れ

で
あ

る
か

は
明

か

で
な

い
。
尤

も

h
定

腱

に
住

在

せ

す
」

と

い

ふ
答

を

端
緒

と

し

て
、
デ

イ

ア

ロ
ギ

ア
的

に
問
答

が

累

ね
ら

れ

て
そ

の
意

味

が

一
義

的

に
閾

明
さ

る

、

な

ら
ば

、

そ

の
答

も
暖
昧

な
も

の
と

は

い
は

れ
な

い

で
あ

ら

う
。

し

か
し
、
繹

問

答

で
は

、

さ
う

い

ふ
風

に
問
答

が

累

ね

ら

れ

る

こ
と

は
な

い
か
ら
、

そ

の
答

は
依
然

と

し

て
曖
昧

不
充
分

た

る
を
免

れ
な

い
。

デ
イ

ァ

ロ
ギ

ア
的

に
問

答

し

つ
け

て
居

る

ロ
ゴ

ス
的
人

間

に
取

つ
て
、

灘
問
答

が
甚
だ

し

く
も

の
た
ら
な

く
威

じ

ら
れ

る

の
は

こ
れ
が

た
め

で

あ

る
。

輝
問

答
が

デ

イ

ァ

ロ
ギ

ア
的

と
見

ら

る

、
場
合

に
は
、

か

く

の
如
く
曖

昧

不
充
分

な

る
も

の

で
あ

る
に
拘

は

ら
す

、

そ
れ
を

陵
昧

不
充
分
な

る
も

の
と

し

て
軍
純

に
既
し

去

る
こ
と

が

で
き

蹟
の

は
、

そ

の
非

デ

イ

ァ

ロ
ギ

ア

的

、
無

分

別
性

格

に
よ

る
も

の
と

い
は

ね
ば
な

ら

ぬ
。

吾

々
は
、

特

に
暉

に
於

て
他

に
比
を
見

ざ

る
ま

で
に
登

達

し

た

こ
の
濁

自

の
問
答

態
を
看

過

し

て
は
な

ら

ぬ
。

輩
な

る
學

問

で
も
な

く
、
理
論

で
も

な

く
し

て
不

立
文
字

教
外

別

傳

の
灘

に
取

つ
て
は

、

か

、
る
問
答

態

は
デ

イ

ア

ロ
ギ

ア
的
な

問
答

態

よ
り

は
は

る
か

に
本
質

的
な

も

の

で
あ

る
。

そ

れ
で
あ

る
か

ら

こ
そ
、
眞

佛

の
所

在

に
封
す

る
身

楊

の
答

庭

は

、
決

し

て
曖

妹

不
充
分

な
も

の
と

い

ふ
べ
き

で
は

な

く

し

て
、
む

し
ろ
灘

に
は
本
質

的

な

も

の
と

い
ふ

べ
き

で
あ

る
。
し

か
し
な

が

ら
、

私
が
今

藪

に

提
起

し

た

「
眞

佛

は

何
庭

に
在

る

か
」

と

い

ふ
問

は
、
か

、
る
灘

問
答

的
な

問

で
は
な

く
し

て
、

デ

ィ

ア

ロ
ギ

ア
的

の
も

の
で
あ

る

鳳倶

佛

の
所

在

.

(三
)
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薦

佛

、
の

所

、在
'.

か

ら

答

も

亦

自

ら

さ

う

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

(
四
)

眞

の
佛
は
何
庭
に
在

る
で
あ
ら
う
か
。
何
腱
と
い

へ
ば
、
ま
つ
塞
問
的

の
場
所
と
考

へ
る
の
が
普
通

で
あ
る
が
、

佛
が
塞
問
的
な
場
所

に
在

る
と
考

へ
ら
れ
得
る
か
ど
う
か
。
佛
國
土
、
極
樂
國
土
、
浮
土
、
眞
佛
士
、
法
性
土
と

い

ふ
や
う
な
語
は
、
人
を
し
て
、
佛
の
所
在
は
塞
問
的
な
場
所
で
あ
る
、
と
思
は
し
め
る
に
十
分
な

る
語

で
あ

る
。
佛

が
塞
問
的
な
場
所
に
在

る
と
考

へ
居

る
人
は
、
事
實

上
決
し
て
少
く
な

い
。
佛
が
、
墓
地
に
在
る
と
か
、
寺

に
在

る

と
か
、
聖
地
に
在

る
と
か
、
佛
檀

に
在

る
と
か

い
ふ
や
う
な
考

は
極
め
て
普
通

で
あ
る
。
或
は
十
萬
億

土
の
西
方
に

在

る
と
考

へ
ら

れ
、
或
は
水

に
よ
つ
て
隔
て
ら
れ
た
彼
岸

に
在

る
と
も
考

へ
ら
れ
て
居

る
。
灘

の
方

で
も
、
雲
門

は

「
如
何
な

る
か
是
清
澤
法
身
」
と
僑

に
問
は
れ
て

「
花
藥
欄
」
と
答

へ
て
居
る
が
、
花
藥
欄
と
は
便
所
を
園
ん
で
居

る

生
垣
の
こ
と
だ
か
ら
、
文
字
通
り
に
考

へ
る
と
佛
は
便
所

の
ま
は
り
に
在

る
や
う
に
も
考

へ
ら
れ
る
。
叉
、
雲
門
は

「
如
何
な
る
か
是
佛
」
と
信

に
問
は
れ
て
「
乾
尿
槻
」
と
答

へ
て
居

る
が
、
乾
尿
瀕
と
は
尿
を
拭

ふ
箆
の
こ
と
だ
か
ら
、

佛

は
便
所

の
裡

に
在

る
や
う
に
も
思
は
れ

る
。

こ
れ
ら
は
佛
が
、
吾
々
の
外

の
塞
問
の
何
腱
か

に
在

る
と
思
は
れ
て

居
る
場
合
で
あ
る
が
、
血
脈
論
の
「
顛
倒
衆
生
、

不
レ知

自̀
心
是
佛
一、
向
レ外
馳
求
、
終
日
忙
忙
、
念
レ佛
、
禮
γ祀
、
佛

在
昌何
慮
一、
不
レ鷹
レ作
昌如
是
等
見
"、
但
識
昌自
心
'、
心
外
更
無
昌別
佛
」
と

い
ふ
や
う
な
語
を
見
る
と
、
佛
は
外

に
在

る

の
で
は
な
く
し

て
内

に
あ

る
や
う

に
思
は
れ
る
。
内
と
い

へ
ば
、
普
通

吾
々
の
肉
燈
の
内
の
こ
と
で
あ

る
。
肉
膿

の
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内

と

い

へ
ば

、
昔

は
胸
奥

と

か
氣

海
丹

田
と

か

に
佛

が
在

る
と
考

へ
九
か
も

知
れ

ぬ
が
、

今

日
は

恐

ら

く
踏

の
内

に

在

る
と
考

へ
る

で
あ

ら

う
。

佛
を
外

に
向

つ
て
馳
求

す

る
な

、
佛

は
内

に
在

る

の
だ

、
と

い

へ
ば

さ

う
考

へ
る
の
も

無

理

と
は

い
は
れ
な

い
。
内

と

は

い

つ
て
も
、

胸

の
内

、
磯

の
内

と

い
ふ

こ
と

に
な

れ

ぽ
、
室

問
的

な
場
所

で
あ

る
。

臨

濟

録

に
も

「
禰

屋
裏

法
身
佛
」

と

い

ふ
や

う
な
語

が
あ

る
が

、
「
屋
裏
」
と

は
吾

々
の
肉

膿

の

こ
と

で
あ

る
か
ら
、

吾

々
の
肉
艦

の
裡

の
何
腱

か

に
法
身

佛
が

在

る
や

う

に
思

は
れ

る
で
あ

ら

う
。
か

く

の
如

く
、
輝

に

於

て
も

、
佛

が

塞

間

の

一
定

の
場

所

に
あ

る
と

人

に
思
は

せ

る
や

う
な

語

は
澤

山

に
あ

る
。

更

に
、
佛

が
塞

問

の

一
定

の
場
所

に
あ

る

の
で
は
な

く
し

て
、

塞

間

の
到

る
慮

に
偏
在

す

る
と

い

ふ
や

う
な

考
も
あ

る
¢

臨
濟

が

「
心

法

無
レ形
、

通
二貫
十

方

一」
と

い
ひ

、
黄

彙
が

「
審

十

方
盧
塞
界

、
元

來
是

我

一
心
膿
」

と

い

つ
て
居

る
が
、
こ
れ

は
文
字

通
り

に
取

れ
ば
、

心

法

、
心
膿

、
即

ち
眞
佛

は

塞
問

の
到

る
腱

に
在

る

と

い
ふ

こ
と

で
あ

る
。

か

く
の
如

く
、

古
來

、
佛

の
所
在

は

室
間

で
あ

る

と
考

へ
て
居

る

人
は
決

し

て
少

く
な

く
、

叉
、

文
字

通

り
に
見

る

と
、

さ
う
考

へ
ら
れ

て
も
無

理

で
な

い
や

う
な

語
も

少

か
ら
す

あ

る

の
で
あ

る
が
、
佛

の
所
在

は

果

し

て
塞
間

で

あ

る

で
あ
ら

う

か
。
尤

も
、

佛
と

い

つ
て
も

、
人

は
様

々
に
考

へ
て
居

る
で
あ
ら

う
。

或

は
死
骸

を

佛

と
考

へ
、

或

は

位
牌

を
佛

と
考

へ
、

或

は
佛
像

、
佛
書

を

そ
の
ま

、
佛

と
考

へ
て
居

る
。

か
や

う

な
佛

は
も

と
よ

り
、

塞
問

に
在

る

と

い

ふ
こ
と
が

で
き

る

で
あ

ら
う

。

し
か

し

、

か

や
う
な
佛
が

眞

の
佛

で
あ

る
と
は

考

へ
ら

れ

な

い
。

臨
濟

が

「
眞

佛

無
形
」
と

い
ふ
如

く
、
眞

佛

は
無

形
、
無

相

で
あ

つ
て
、
吾

々
の
感
魯
抑の
封
象

に
な

る
や
う
な

塞
間

的
な
も

の

虞

●め
所

在

.

(
五
)
・
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眞

佛

か

所

在

・

(六
)
.

で

は
な

い
。
金

剛
経

に
い

ふ
如

く
、

「
若

し
色

を

以

て
我
を
見

、
音

聲

を
以

て
我
を

求
む

れ
ば

、

是

の
人
邪
道

を

行

じ

て
如

來
を
見

奉

る

こ
と
能

は

ぬ
」

の
で
あ

る
。

威
畳

の
封
象

界

に
於

て
如

來
を
求

め

よ
う

と
す

る

人

は
邪
道

を

行

す

る
人
と

い
は
な

け
れ

ば
な

ら

ぬ
。
血

脈
論

に
は
、
「
自

心
是
佛

、

不
レ鷹

將

レ佛

禮
τ佛

、
但

是
有
昌佛

及
菩
薩

相
貌

一、

忽

爾
現
前

、
亦

切

不
レ用

二敬
禮

一、

我

心
塞
寂

、
本

無
コ如

是
相
貌

一、
若

取
レ相
即

是
魔

、
審

落
昌邪

道
一、
」
と

い

ふ
所

以

で

あ

る
。

た
と

ひ
、

三

十

二
根

、

八

十
種
好

を

具
備

す

る
と
錐

も
、

形

あ

る
も

の
は
眞

佛

と

は
構

し

難

い
。

黄
葉

は

コ
ニ
十

二
相
属

γ相
、

凡
所
レ有
レ相

皆
是
虚

妄

、

八
十

種
好

厩
レ色

、
若

以
レ色
見
レ我
、

是
人

行
昌邪
道

一、

不
レ能
レ見

如

來

L

と

痛

言
し

て
居

る
。
黄

桀

や
臨
濟

に
取

つ
て
は
、

報
身

佛
、

化
身

佛

も
な

ほ
置
ハ佛

で
は
な

い
。
随

つ
て
、
有

形
な

佛

の
所
在

を

、
眞
佛

の
所

在

と
は

い
ひ
難

い
。

西

方
十

萬
億

土

の
極
樂

世
界

と
か

、
彼
岸

と

か

い

ふ
や

う
な

も

の
は
、

紳

話

的

か
、
象
徴

的

か
、
或

は

方
便

的
か
な

ら

ば
兎

も
角

、
事

實
的

室
問
的

に
は
考

へ
ら

れ
な

い
も

の
で
あ

る
が
、

忙
と

ひ
そ

れ
が

事
實
的

塞

問
的

な
も

の

で
あ

る
に
し

て
も

、
そ

の
内

に
在

る
佛

は
塞

問
的

な

も

の
、

有
形

な
も

の
と

な

る

か
ら

眞
佛

と
は

い
ひ

難

い
も

の

で
あ

る
。

六
組

は
、

「
但

心
清

浄

、
帥

是
自
性

西

方
」

と

い
ひ

、
「西

方

を
塞

問

的

と

せ
す

、
自

性

の
象
徴

と
考

へ
、

叉

「
如

來
坐

者
、

一
切
法
塞

是

、
是
則

性
塞
無

障

大
佛

坐
」

と

い
ひ
、

坐

は
室

問

的
な
蓮
皇

で
も
須

彌
壇

で
も

な

く
し

て
性

塞

の
外

に
な

い
と

考

へ
、
漂

土

を
東

に
求

め
、

西

に
求

む

る

こ
と

の
蒙

を

啓

い

て
居

る
。
悟

性
論

に

「
如

來
不
レ在
昌彼
岸

一、

不
レ在

二此
岸

一、

不
レ在
二中
流

」
と

い
ふ
は

、
如

來

が

彼
岸

、

此
岸

と

差

別
さ
れ

る
如

き
庭

に
在

る
も

の
で
な

い

こ
と

を

示
し

た
も

の

で
あ

る
。

雲
門

の

「
花
藥

欄
」
、
「
乾

尿
薇
」

は
も
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と
よ
り
文
字
通
り
に
見
る
べ
き
で
な
い
。
臨
濟
の
所
謂

「
屋
裏
」

も
、
塞
間
的
な
肉
膿
内
ど
解
す

る
な
ら
ば
、
臨
濟

の
眞
意

に
懸
殊
す
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
こ
の
「
屋
裏
」
は
無
形

に
し
て
十
方
に
通
貫
す
る
心
法
を
容
れ
て
、

飴
さ
す
敏
か
さ
ぬ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
十
方
と
い

へ
ば
、
人
は
塞
間
的
な
東
西
南

北
上
下
四
維
と
考

へ
易
い

が
、
臨
濟
の
十
方
は
、
黄
漿

の
所
謂

「
鑑

十
方
虚

塞
界
」
と
同
じ
く
、
塞
問
的
と
考

へ
て
は
な
ら
な

い
。
十
方
は
心

法
の
十
方
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
六
祀
壇
輕

に

「
心
量
廣
大
、
猫
如
昌虚
塞
輔、
無
レ有
"邊

眸
m、

亦
無
↓芳

圓
大
少

、
亦

非
昌青
黄
赤
自
一、
亦
無

上̀
下
長
短
一、
亦
無
レ唄
無
レ喜
、
無
レ是
無
レ非
、
無
レ善
無
レ悪
、
無
レ有
昌頭
尾
一」
と
あ

る
如
く
、
心

量
の
廣
大

に
し
て
邊
眸
あ

る
な
き
を
十
方
と
い
ふ
の
で
あ

つ
て
、
塞
問
的
の
東
西
南
北
を

い
ふ
の
で
は
な

い
。
塞
問

的
の
十
方
は
、
只
心
法
の
廣
大
無
邊

で
あ

る
こ
と
の
比
喩
に
過
ぎ
な

い
。
も
し
廣
大
無
邊
な
る
心
法

に
比
す

べ
き
も

の
を
威
畳
界

に
求
む
る
な
ら
ば
、
塞
間
的
十
方
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
い
ふ
に
過
ぎ
な

い
。
黄
桀
は

「
心
量
廣
大
、

も

も

　

　

　

猶

如

甲虚

塞
」
、
「
心
如
昌盧

塞

」
、。
「
騰

如
昌虚
塞

し
、
「
汝
之

本
性

猫
如
昌虚
塞

」
、
「
猶
如
昌虚

塞

一、
無
レ有

邊

際

一」
と

い

ふ

や

う

に
、
塞
間

的

十
方

、
帥

ち
虚

塞
が

心

法

の
軍

な

る
比
喩

に
過
ぎ

ぬ
こ
と

を
明

示
し

て
居

る
。
塞

問

は
本
來
、

塞

間

的

に
形
あ

る
も

の

～
所

在

で

は
あ

り
得

る
が
、

置
ハ佛

、

心
法

の
所

在

で
な

い
こ
と

は

も
と

よ
り
、

意
味

と

か
、
論

理

と

か

い
ふ
も
の

～
所

在

で
さ

へ
あ

り
得

な

い
も

の

で
あ

る
。

7

翼
佛
の
所
在
は
塞
問
で
は
な

く
、

翼
佛

の
所
在

叉

、

塞
間
に
在

る
も
の
は
眞
佛

で
あ

る
と
は
い

へ
な

い
と
い
ふ
な
ら
ば
(
眞
佛

(
七

)



眞

佛

の
所

在

(
八
)

は
何
庭
に
在

る
で
あ
ら
う
か
。
叢
に
吾
々
が
思
ひ
及

ぶ
の
は
時
聞
で
あ
る
。
時
間
上
に
眞
佛
は
在

る
の
で
は
な
か
ら

う
か
。
吾

々
は
、
佛

は
時
間
上
に
在

る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
せ
ら
れ
る
や
う
な
語

に
屡

々
遭
遇
す

る
。
例

へ

ば
、
佛
は
常
住

不
愛
だ
と
か
、
不
生
不
滅
だ
と
か
、
無
量
壽
だ
と
か
、
永
劫
だ
と
か
、
永
遠
だ
と
か

い
ふ
や
う
な
語

で
あ
各
。

こ
れ
ら
の
語

は
皆
時
問
的
な
意
味
を
持

つ
て
居
惹
か
ら
、
そ
れ
か
ら
見
る
と
、
佛
は
時
間
上
に
在

る
と
考

へ
ら
れ
る
。
室
間
の
場
合
と
同
じ
く
、
時
間
の
場
合
も
、
何
時
か
時
間
上
の

一
定
の
時
に
在
る
と
考

へ
ら
れ
る
場
合

と
、

一
切
時
に
在

る
と
考

へ
ら
れ
る
場
合
と
が
あ

る
。

一
定

の
時
に
在
る
と
考

へ
ら

れ
る
場
合
は
、
過
去
か
、
現
在

か
、
未
來
か
の

一
定
の
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

二
千
五
百
年
前

に
佛
が
在
世
し
た
と
か
、
過
去
世

に
七
佛
が
在

つ

た
と
か
、
過
去
久
遠
却
に
錠
光
如
來
が
在

つ
た
と
か
、
或
は
十
劫
以
前

に
正
畳
を
成
じ
た
彌
陀
如
來
が
在

つ
た
と
か

い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
そ
れ
が
歴
史
的
時
間
で
あ

つ
て
も
、
紳
話
的
時
間

で
あ

つ
て
も
、
兎
に
角
過
去
に
佛
が
あ
つ

た
と
考

へ
ら
れ

て
居
る
場
合

で
あ

る
。
叉
、
佛
は
現
在
生
き

て
居

る
と
考

へ
ら
れ
る
場
合
も
あ

る
。
佛
は
死
後

の
未

來
に
在

る
と
考

へ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
等
は
、
佛
が

一
定

の
時
問
上
に
在

る
と
考

へ
ら
れ
て
居

る
場
合

で
あ

る
が
、

「
一
切
時
中
自
性
自
如
」
(
六
祀
壇
輕
)
と
か
「
從
昌無
始
膿
大
却
一以
來
、
乃
至
施
爲
蓮
動
、

一
切
時
中
、

一
切

庭
所
、
是
汝
本
心
、
皆
是
汝
本
佛
」
(
血
脈
論
)
と
か
い
ふ
と
、
佛
は

一
定
の
時
間
上
に
あ
る
も

の
で
は
な
く
し

て
、

一
切
の
時
間
上
に
偏
在
す
る
と
考

へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
佛
は
常
住
不
愛
な
も
の
、
不
生
不
滅
な
も
の
、
無
量
壽
な

も
の
で
あ

る
と

い
ふ
と
、

ひ
と
は
、

佛
が
時
間
上
の
過
去
、
現
在
、

未
來

に
亘

つ
て
在

る
も
の
と
考

へ
る
で
あ
ら
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う

。

し

か
し
、

佛

が
時

間
上

に
在

る
と
考

へ
ら

れ
得

る

で
あ
ら

う

か
。

叉
、

時
間

上

に
在

る
佛

が
具

佛

と
考

へ
ら
れ

得

る
で
あ

ら
う

か
。

眞
佛

は
、
血

脈
論

に

い
ふ
如

く
「
從
昌無
始
廣

大

却
一來
、
與

ユ如
今

'不
レ別
、
未
冨曾

有
昌生

死
}、

不
レ生

不
レ滅

、
…

…
:

…

不
レ去

不
レ來
」
で
あ

り
、

常
住

不
憂

で
あ

つ
て
、
時

間

上

一
定

の
時

に
在

る
も

の
で
は
な

い
。

一
定

の
時

に
在

る
も

の

は
、
始

あ

り
終
あ

り

、
生
す

る
時
あ
り

滅
す

る
時
あ

り
、

去

る
時
あ

り
來

る
時
あ

る
も

の
で
あ

る

。

か

、
る
も

の

は

眞

の
佛

と
は

い
ひ
難

い
。

二
千

五
百
年

前

に
あ

つ
た
繹

奪

は
未
だ

眞

の
佛
と

い

ふ
こ
と

は

で
き

ぬ
。

二
千
五

百
年

前

に
潮

つ
て
繹
奪

を
求

め

や
う

と
す

る
人

は
、

生

死

の
繹
奪

を

見

て
、
繹
奪

た

ら
し

む

る
不
生

不
滅

の
眞
佛

を
見

よ

う

と

し
な

い
人

で
あ

る
。

方
今

、
學

者
多

く
時

問

上

に
繹

奪

を
探

り
、
名

を
認

め
、
句

を
認

め

、
文

字
中

に
向

つ
て

佛

を
意

度

し
や

う
と

す

る
が
、

こ
れ
眞

佛

を
求

め

る
所

以

で
は
な

い
。
過

去
久
遠

却

に
在

つ
た
佛

は

翼

の
佛

で
は
な

い
。

臨
濟

が

い

ふ
如

く

「
三
大
阿

僧
砥

劫

に
修
行

果
満

し

て
方

に
始
め

て
成

道
し

た
」

佛
が

究
寛

な

佛

で
あ

る

の
で

は

な

い
。
眞

佛

は
、
修

行

以
前

に
は
無

か

つ
た
も

の
で
も
な

く
、

満
徳

の
後

に
始

め

て
生
じ

た
も

の

で
も
な

い
。
置
ハ

佛

に
因

地
、
果

地

の
別

は
な

い
。
眞

佛

は
因

地

に
在

つ
て
蝕

け
す

、
果

地

に
在

つ
て
増

さ
な

い
も

の

で
な

け

れ
ば
な

ら

ぬ
。

眞
佛

に
於

て
は
、
兆
載

永
劫

以
前

も
以
後

も
同

時

で
あ

る
。
十

劫

の
昔

と
、
帥

今
と

の
問

に
弾

指

の
隔
も

な

い

。
置
ハ佛

は
、
現
在

に
在

つ
て
未

來

に
無

い
も

の

で
も
な

く
、
現
在

に
無

く
し

て
未

來

に
在

る
も

の

で
も
な

い
。
然

ら

ば

、
佛

は
常

住

不
憂

と

い
は

れ

る
や
う

に
、

一
切
時

上

に
偏
在

す

る
も

の

で
あ

ら

う

か
。
も

し

も

佛
が

一
切

時
上

目眞
佛

の

所

在

(九
)
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目呉
佛

の

所

在

、

(
一
〇
)

に

亘

つ
て
何

時
も

在

る
と

い

ふ
な

ら
ば

、
佛

は
時

問

の
始

ま

つ
た

時

に
生

じ

て
、

時
間

の
絡

る
時

に

滅

す

る
も

の
で

な

け

れ
ば
な

ら

ぬ
。

た
と

ひ
時
間

に
は
始
も

な

く
、
終

も
な

い
と

し

て
も
、

佛

の
所

在
を

時

間

上

に
求

め

る
以

上
、

佛

は
時

間

的

に
無

始

、
無

絡
な

る
も

の
と

な
ら

ね
ば
な

ら

ぬ
。

随

つ
て
、
佛
が

常
住

不
愛

で
あ

る
と

か
、
無
量

壽

で

あ

る
と

か

い

ふ
こ
と
も

時
間
的

に
永

く
綾

く
と

い
ふ
意

味

に
取

ら

れ
な

け
れ
ば
な

ら

ぬ
こ
と

に
な

る

。

し
か

し
、
佛

が

常

佳

不
憂

で
あ

る
と

か
、
無

量
壽

で
あ

る
と
か

い
ふ
翼

の
意

味

は
、

時
問

的

の
意

味

で
は
な

く
し

て
、

無

時
間

的

の

意

味

で
な

け
れ

ば
な

ら

ぬ
。
無

時
問
的

と

い

つ
て
も

、
時
聞

の
機
無

を
意

味
す

る
も

の

で
は

な

い

。
無

時
間

的

と

い

ふ
の
は
、
眞

如

が
不
生

不
滅

で
あ

る
と

い

ふ

の
と

同

じ
意

味

で
あ

る
。

眞
如

が

不
生

不
滅

で
あ

る

と

い

ふ

の
は

、

決

し

て
時

問
的

の
無
始
無

絡

と
か
、
永

績

と

か
を
意

味

す

る
も

の

で
あ

つ
て
は
な
ら

ぬ
。
時

間
的

の
無

始
無

終

は
、

流

轄

で
あ

り
、
輪

廻

で
あ

つ
て
、

一
念

念
起

上

の
事

で
あ

る
。
眞

如

の
不
生

不
滅

は
無

念

上

の
事

で
な

け

れ
ば
な

ら

ぬ
。
忽

然

と
し

て
念

起

る
と
共

に
生
滅

あ
り

、
生

滅

と
共

に
時
間

が
あ

る

の

で
あ

つ
て
、
離

念

の
遣
ハ如

に
は
時
間

は

な

い
。
随

つ
て
、
置
ハ如

は
時
間

上

に
あ

る
と

は

い
は

れ
な

い
。
時

間

上

起
向

つ
て
眞
佛

を
求

め

よ

う

と
し

て
も

そ
れ

は

不
可

得

で
あ

る
。
過

去

心
不
可

得
、
現

在

心

不
可

得
、
未

來

心
不
可

得

と

い
は

る

、
や

う

に
、
眞

佛
は

三
世

不
可

得

で
あ

る
。
悟
性

論

に

「
一
念

心
生
、
帥

入
昌三
界

騨、

一
念

心
滅

、
帥

出
昌三
界

一」

と

あ

る
や
う

に
、

眞
佛

は

「、入

三

界

」

上

に

で
は
な

く
し

て
、

「
出

三
界
」

上

に
在

る

の
で
あ

る
。

10



上
述

の
如

く
、

眞
佛

は
塞

問

上

に
も

、

時
間

上

に
も
無

い
と

す

る
な
ら

ば

何

庭

に
在

る
で
あ
ら

う

か
。

灘

で
は

「
心
外

更
無
昌別
佛
」
(
傳

心
法

要
)
と

か
、
「
除
昌此
心
一外
、

終

無
昌別
佛
可
フ得
、
離

昌此

心
一、

外

覚
盤
口
提

浬
築

一、
無
レ有

二

此

庭

」

(
血
賑

論

)
と

か
、
「
本
性

是
佛

、
離
レ性

無

}別
佛

」
、
「
我

心
自
有
レ佛

、
自
佛

是
量
ハ佛

、
自
若

無
昌佛

心
一、
何

庭

6

求
昌眞
佛
一、
汝
等
自
心
是
佛
」
(
以
上
六
租
壇
経
)
と
か
い
ふ
や
う

に
、
置
ハ佛
は
心
の
内
に
在

る
と
い
ふ
が
、
果
し
て
ど

ん
な
心
の
内

に
在

る
で
あ
ら
う
か
。

一
概

に
心
と

い
つ
て
も
、
心
の
概
心
は

一
様

で
は
な
い
。
心
理
學
的
な
心
は
、

時
間
室
問
の
法
則

に
支
配
さ
る
～
も
の
と
し
て
の
事
實
的
な
心
で
あ
る
ゆ
心
理
學

で
は
、
心
は
或
る

一
定
の
時
間
に
、

或

る

一
定
の
所
で
起
り
、
織
績
し
、
滅
す
る
も
の
と
し
て
扱
は
れ
て
居
る
。
か

、
る
心
は
時
間
塞
問
的

に
起
滅
す
る

心
で
あ

る
か
ら
、

こ
～
で
は
永
遠
な
心
と

い
ふ
や
う
な
も
の
は
考

へ
ら
れ
な
い
。
通
常
、
繋
魂

不
滅
な
ど
と

い
ふ
場

合

の
難
魂

は
、
時
間
塞
聞
的

に
存
在
す

る
と
思
は
れ
て
居

る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
事
實
的
心
の
範
疇

に
属
す
る

筈

の
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
や
う
な
も

の
は
心
理
學
的
に
事
實
的
な

る
も
の
と
し
て
實
謹
さ
れ
得
な

い
。

カ

ン
ト
の

や
う
に
、
難
魂
不
滅
を
事
實
的
な
こ
と

～
考

へ
す
し
て
、
道
徳
的
要
請
と
考

へ
る
な
ら
ば
兎

に
角
、
事
實
的

に
實
謹

さ
れ
な

い
も
の
を
事
實
的
な
も
の
と
考

へ
る
こ
と
は
迷
妄
と
い
は
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
か
や
う
に
、
心
理
學
的
な
心

は

一
定
の
時
問
塞
問
上
に
起
滅
す
る
心
で
あ

つ
て
、
不
生
不
滅
な
心
で
な
い
か
ら
、
灘

に
於

て
心
と
纏
脚す
る
も
の
と

同

一
規
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
心
理
學
的
に
不
滅
な
心
が
、
よ
し
あ
る
と
實
謹
さ
れ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
時
間
的

に
織
綾

す
る
心
で
あ

つ
て
、
前

に
述

べ
た
如
き
無
時
間
的
な
意
味
で
の
不
生
不
滅
な
心
で
は
な

い
。
か
や
う
な
心
は

眞

佛

の
所

在
・

'

二

一
)
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目輿
佛

の
所
在

(
一
二
)

永
遠

に
織
績
す
る
と
し
て
も
生
滅
界
を
出
で
な

い
心
で
あ
る
。

心
理
學
的
な
心
と
は
別
に
、
吾

々
は
、
意
味
的
、
債
値
的
、
論
理
的
な
心
の
あ

る
こ
と
を
知

つ
て
居
る
で
あ
ら
う
。

こ
の
心
は
、
心
理
學
的
な
心
の
や
う
に
時
間
塞
問

の
法
則

に
支
配
さ
れ
る
も
の
で
は
な
も
し
て
、
そ
れ
と
は
全
く
別

な
法
則
に
支
配
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
心
は
、
吾

々
が
通
常
、
精
神

と
い

つ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
是
非
、
善

悪
、
美
醜
等
は
こ
の
精
神
界

に
厩
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
精
神
界

の
永
遠
性
、

一
時
性
は
時
間
的
の
そ
れ
と
は
異

つ
た
も
の
で
あ

る
。
事
實
的
な
心
の
時
問
的
永
績

は
、
精
神

の
永
績
を
意
味
し
な
い
。
事
實
的
な
心
が
時
間
的
に

一

時
的
で
あ

つ
て
も
、
精
神
的
に
は
永
遠

で
あ
り
、
時
間
的

に
永
績
的

で
あ

つ
て
も
、
精
紳
的
に
は

一
時
的

で
あ
り
得

る
。
私
が
今

一
刹
那
に
眞
理
を
螢
見
し
て
も
、
そ
の
眞
理
が
永
遠

で
あ
る
こ
と
に
何
の
妨
げ
と
も
な
ら
な

い
。
い
か

に
十
年
か

、
つ
て
掴
ん
だ
も
の
で
あ

つ
て
も
、
誤
で
あ
れ
ば

一
刹
那
の
保
持
も
許
さ
れ
な

い
。

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
事
實

的
な
心
は
幾

千
年
前

に
滅
し
た
が
、
そ
れ
は

ゼ
タ
ゴ
ラ

ス
の
法
則
の
永
遠
性

に
何
の
關

は
り
も
な

い
。
事
實
的
な
心

の
生
滅
は
、
精
紳
の
生
滅
を
意
味
し
な
い
。
所
謂
難
魂

の
不
滅
と
、
精
紳

の
不
滅
と
は
全
く
意
味
を
異
に
す
る
も
の

と

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
文
化
人
は
精
紳
の
不
滅
を
求
め
、
原
始
人
は
蕪
魂

の
不
滅
を
求
め

る
の
が
常

で
あ

る
。
人
間

ら

や

を

し

て
、
自

然

物
や
他

の
生

物

よ
り

も
勝

れ
た
も

の
た
ら

し
め

る
も

の
は

こ

の
精

紳

で
あ

る
と

い

ふ

べ
き

で
あ
ら

う

。

吾

々
は
、

か

、
る
精

紳

の
上

に
眞
佛

を
求

め

る

こ
と
は

で
き
な

い
で
あ

ら

う
か
。

今

、

こ

の
精
紳

の
世
界

を
考
察

す

る

に
、

こ

の
世
界

に
は
、

是
非

、
善

悪
、

眞
鶴

、
美

醜
等

、
實

に
種

々
雑
多

な
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事
象
や
作
用
が
あ

る
。

こ
れ
等
は
皆
、
人
間
文
化
の
貴
き
内
容
を
構
成
す

る
財
寳

で
あ
る
。
こ
れ
等

の
も
の
、
な

い

人
間
の
世
界
が
、
い
か
に
空
虚
な
も
の
で
あ
り
、
貧
弱
な
も
の
で
あ

る
か
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
。
人
間

の
唯

一
の
目
的
は
、
こ
れ
等
の
精
瀞
内
容
を
無
限

に
豊
富

に
し
て
行
く

こ
と
で
あ
る
と
も
考

へ
ら
れ
る
。
人
間
の
歴

史

に
は
消
長
は
あ

る
に
し
て
も
、
年
を
輕
る
に
從

つ
て
精
神
内
容
は
豊
富

に
な
り
旨

こ
の
目
的
は
事
實
上
實
現
さ
れ

つ
～
あ

る
と
も
い

へ
る
で
あ
ら
う
。
理
想
圭
義
は
、
こ
の
目
的
實
現

の
過
程
を
脚

へ
近
づ
く
過
程
と
見
る
。
し
か
し

こ
の
過
程
は
果
し
て
、
眞
佛

へ
の
過
程
で
あ

る
で
あ
ら
う
か
。
吾

々
は
精
紳
の
世
界

に
、
眞
佛

の
所
在
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
か
。
も
し
も
か

、
る
過
程
が
眞
佛

へ
の
過
程
で
あ

る
な
ら
ば
、
何
故

に
、
六
租
は

「
不
思
善

不
思
悪
、
正
與
塑
時
、
那
箇
是
明
上
座
本
來
面
目
」
と
い
ひ
、
黄
樂
は

「
内
外
身

心
、

一
切
倶
捨
、
猫
如
盧
塞
、
無

レ所
昌取
著
一、
然
後
、
随
レ方
鷹
レ物
、
能
所
皆

忘
、
是
爲
昌大
捨
」

な
ど
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。
悪
や
非
を
思
は
ざ

る

こ
と
、
叉
、
悪

の
根
源
と
古
來
思
は
れ

て
居

る
肉
艦
を
捨

て
る
こ
と
は
よ

い
に
し
て
も
、
何
故

に
善
を
も
思
つ
て
い

け
な
い
の
か
、
何
故

に
心
を
も
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
臨
濟
は

「
逢
レ佛
殺
レ佛
、
逢
レ租

殺
レ租

…
…
…
始
得
昌解
脱
一」
と

さ

へ
い
つ
て
、
佛
敏
の
究
覧
目
的

で
あ

る
べ
き

佛
を
も
否
定
す

る
如
き
激
越
な
る
言

句
を
用
ひ
て
居

る
が
、
そ
れ
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
は
、
精
紳
界
が
念

の
所
生
、
分
別
の
所
解

で
あ

つ
て
、
所

謂

「
三
界
虚
儒
」

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

「
三
界
虚
鶴
」
と
い
ふ
語

は
、
相
封
否
定

で
は
な

く
し
て
、
絶
封
否
定

で

あ
る
。
眞
、
善
、
美
と
錐
も
絵
す
と
こ
ろ
な
く
否
定
し
端
し
、

一
物
も
と

ゴ
め
な
い
。
血
脈
論

に
は
「
不
見

性
一人
、

眞

佛

の

所

在

(
=
一こ

]3



眞

佛

の

所

在

(
【
四
)

讃

経
念
佛

、

長
學

精
進

、

六
時
行

道

、
長
坐

不
臥

、
廣
學

多

聞
、

以
爲

佛

法

一、

此
等
衆

生

、
鑑

是
諺

昌佛

法
哺人
L

と

ま

で
い

つ
て
居

る
。
見

性
し

な

か

つ
た
な
ら

ば

、

一
切
悉

く
非

で
あ

る
。
精

紳
界

の
種

々
の
差

別
相

が

否

定

さ
る

べ

き

で
あ

る

の
み
な

ら

す
、
精

紳
界

の
統

一
圭
髄

と

見
ら

る

、
自

己
、
自

畳
も
否

定

さ

る

べ
き

で
あ

る
。

か

、
る
官

己

は

、
一
念

で
あ

り

無
明

で
あ

つ
て
、
長
沙

の
い

ふ
如

く
、

識
紳

で
あ

つ
て
、

こ
れ

こ
そ

無
量
却

來
生

死

の
本

で
あ

る
。

こ

れ

を
、

眞

の
自

己
と
思

ふ
も

の
は

、

賊

を
認

め

て
子

と
な

す

も

の
と

い
は
な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
。

そ
れ

で
あ

る
か

ら

、
翼

佛

へ
の
方

向

は
、
精
紳

界

へ
出

で
行

く
方

向

で
は
な

く
し

て
、
む

し
ろ
逆

に
、

精
神

界

か
ら

還

つ
て
來

る
方

向

で
な
け

れ
ば
な

ら

ぬ
。

こ
れ

は
捨
、

止
、

死

の
方

向

で
あ

る
。

一
念

の
上

に
、

も

し

く
は

、

一
念

所
生

の
種

々
法

の

上

に
眞
佛

を
求

む

る
も

不
可
得

で
あ

る
。

眞
佛

は

一
念

不
生

の
上

、
無

念

の
上

に
求

め
ら

る

べ
き

も

の
で
あ

る
。

種

々
の
法

を
生

ぜ
し

め

る
心

の
生

の

上

に
で
は
な

く

し

て
、

そ

の
心
の
滅

の

上

に
眞
佛

は
在

る
。

こ

れ
黄

奨

が

「
能

無

心
、
便

是
究
覧
」
、
「
直

下
無

心
、

本
膿

自
現
」

と

い

ひ
、
臨

濟
が

「
一
心
既

無
、

随
庭

解
脱
」

と

い
ふ
所

以

で
あ

る

。

こ

の
無

念
、

無

心
を
、
灘

で
は
、

自
性

、
自

己
、

心
性

、

心
法
、

眞

人
、
量
ハ佛

、
眞

如
、

法
身

と

い

ふ
の

で
あ

る

。
灘

で
、

心
外

に
佛

を
求

む

る
な
、

と

い

ふ
場
合

の

心
は

こ

の
無

念

、
無

心

に
,外

な

ら

ぬ
。
「
汝

等

自
心
是

佛
」
、

「
除

瓦

心
一外

、
終

無
昌別
佛

可
7得
」
、
「
帥

心
帥

佛

」
、
「
心
即

是
佛

」
と

い
ふ
も
、

精
碑

や

、
自
畳

や
、

心
理
學
的

の
心

が

佛

で
あ

る
と

い
ふ
の

で
ば

な

く
し

て
、
無

心
と

し

て

の
心
が
佛

で
あ

る
と

い

ふ
こ
と

で
あ

る
。

叉

、

こ

の
眞

心
は

眞

の
自

己
で
あ

る
か

ら
、
自

己
が
佛

で
あ

る
㌦と

い
ふ
の

で
あ

る
。
暉

で
自

己
が

佛

で
あ

る
と

い

つ
て
も

、
決

し

て
吾
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々
日
常

の
自
己
が
佛

で
あ

る
と

い

ふ
の

で
は
勿
論

な

い
。
大

死
底

の
自

己
、
能

く
無

心
な

る
自
己

が
佛

で
あ

る
と

い

ふ

の

で
あ

る
。

も
し

も

こ
の
眞

の
自
己
を

封
象

的

に
考

へ
る
な
ら

ば

、

そ
れ
は

な

ほ
量
ハの
自
己

で

は
な

い
。

す

で

に

自

己

と

い
ふ
以

上
、
封

象

的
な
も

の
で
は

な

く
し

て
、
圭
膣

的

の
も

の

で
な

け

れ
ば
な

ら

ぬ
。

そ

れ

で
あ

る
か
ら

、

眞

の
自

己
は

、
吾

々
が
將

來

そ
れ

に
達

せ
ん
と
す

る
理

想

的
自

己
と

か
、
自

己

の
理
念

と

か
、
自

己

の

一
般
概

念
と

か

い
ふ
や
う
な

も

の

で
は
な

く
し

て
、
無

心
な

る
直

下
の
私

、
抽
象

的

で
な

い
具
膿

的
な

私

で
あ

る
。
私

は

、

こ
の

場

合

、
私

の
外
に

超

越

的

に
、

乃

至
私

の
内

に
内

在
的

に
、
眞

の
自

己

を
求

め

る
の

で
も
、
念

す

る
の

で
も
、
観

す

る

の
で
も

、
思
惟

す

る

の

で
も

な
く

し

て
、
私

が
眞

の
自

己

で
あ
り

、
眞

の
自

己
が

私

で
あ

る
と

い

ふ
や

う
な
風

に
、

私

と
翼

の
自
己
と

は

全
く

一
膣

な

の

で
あ

る
。

二

つ
の
も

の
が

相
即

し

て
不
離

の

一
膣
を

な
す

と

い
ふ
の

で
は
な

い

。

か

、
る
相
帥

的

一
燈

は

「
非

一
非

異
」

的
和
合

膣

で
あ

つ
て
、
私

の
叢

に
い

ふ

一
膣

で
は
な

い
。

私
と

眞

の
自

己

と

が

一
膿

で
あ

る
と

い
ふ
の
は

、
和
合

膿

で
あ

乃
と

い

ふ
の

で
は
な

い
。

通
常
屡

々
、

理

想
的

の
自

己
と

、
現
實

的

の
自
己

と
が
相

即

、
聯

關

し

て
現
實

界

を
構

成

し

て
行
く

と

い
ふ
や

う

に
考

へ
ら

れ

る
が

、
か

～
る
揚

合

は
非

一

非

異

的
な

相
即

的

和
合

で
あ

つ
て
私

の
い

ふ

一
腱

で
は
な

い
。

相
帥

的

和
合

に
於

け

る
理

想
的
自

己
を

も
、

ひ

と
は

眞

の
自

己
と
樗

す

る

で
あ
ら

う
が

、
私

の
い

ふ
眞

の
自

己

は
、

さ
う

い
ふ
意

味

の
眞

の
自

己

で
は

な

い
。
相

即
的

和

合

に
於

て
は
、

自

己

は
永

久

に

二
で
あ

つ
て

一
で
は
な

い
。

一
を
究

極

の
目

的
と

し
な

が
ら

一
で
あ

る

こ
と

は
な

い
。

↓
で
あ

る

の
は

、

只
相
帥

の
側

面

に
過

ぎ
な

い
。

ひ
と

は
往

々
、

N
即

二
、

二
帥

一
な

ど
と

い
ふ
が
、

か
や

う

眞

佛

の
所
[
在

(
一
五
)
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置
町
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所

在
'

(
一
六
)

な

一
は
眞

の

一
で
は
な

い
。
一
は

只
相
帥

の
側

面

に
過

ぎ
な

い

で
、
永

久

に

二
が

あ

る
や

う
な

場
合

の
置
ハ
の
自

己
は
、

置
ハ
の

「
眞

の
自

己
」

で
は
あ

り
得

な

い
。

私

の

い
ふ
眞

の
自

己
は
全

く
唯

一
で
あ

り
、
純

一
無

雑

で
あ

る
。

し

か

し
、
r自

己
と

い
ふ
と
、

ひ
と

は

或
は
、
客

観

か
ら

差

別
さ
れ

た

圭
観

の

こ
と

で
あ

る
と
考

へ
る

か
も

し
れ
な

い
。

自

己
と
し

て
は

た
と

ひ
純

一
無
雑

で
あ

つ
て
も

、

自
己

で
あ

る
と

い

ふ
以

上
、
客
観

に
封

す

る
純
粋

主
観

で
あ

ら

う
と
考

へ
る
こ
と

は
む

し
ろ
當

然
な

こ
と

～
い
は

な
け

れ
ば
な

ら

ぬ
。

し

か
し

、
私

の

い
ふ
眞

の
自

己

は
、
客
観

に
封

す

る
純

粋
圭

観
と

い
ふ
如
き

も

の

で
は
な

い
。

眞

の
自

己
は
全
膿

的
唯

「
膿

で
あ

つ
て
、

そ

れ

の
外

に
、

そ

れ

が

向

ふ
封
象

と

か
、
そ

れ
が
観

る
客
観

と
か

い

ふ
や
う
な

も

の
は

な

い
。
意

識
は

ノ

エ

マ
・
ノ

エ
ジ

ス
的

で
あ

る
と

い

は

れ

る
が

、
眞

の
自

己

は
、

も
と

よ

り
畳

膿

で
は
あ

つ
て
も
、
ノ

エ

マ
・
ノ

エ
ジ

ス
的

意
識

で

は
な

い

。
ノ

エ

マ
・
ノ

エ

ジ

ス
的
意
識

で
は

、

ノ

エ
ジ

ス
の
な

い

ノ

エ

マ
も

な

け
れ
ば

、

ノ

エ
マ
の
な

い

ノ

エ
ジ

ス
も
な

い
。

ノ

エ

マ
だ

け

の

意

識

と

か
、

ノ

エ
ジ

ス
だ

け

の
意
識

と

か
い

ふ
も

の
は
あ

り
得

な

い
。

し
か

し
、
眞

の
自
己

の
畳

は

ノ

エ
ジ

ス
が

ノ

エ

マ
で
あ

り
、

ノ

エ

マ
が

ノ

エ
ジ

ス
で
あ

る
意
識

で
あ

る
。

畳

に
於

て

は

ノ

エ

マ
と

ノ

エ
ジ

ス
と

は

一
膿

で
あ

つ
て

二

つ
で
は
な

い
。
豊

は
他

を
畳

す

る
畳

で
な

い
こ
と
は

も
と

よ

り
、

そ
れ

自
身

を

自
身
と

し

て
畳

し

て
居

る
普
通

い

ふ

と

こ
ろ

の
自
畳

で
も
な

い
。

畳

に
は
畳

す

る
も

の
と

畳

せ
ら
れ

る
も

の
と

の

二

つ
は
な

い
Q

見
性

と

は
、

こ

の
畳

に
外

な
ら

ぬ
が
、

決

し

て
性

を
封

象
的

に
見

る

こ
と

で
は
な

い
。

「
見
」

を

ノ

エ
ジ

ス
と
考

へ
、

「
性
」

を

ノ

エ
マ

と

考

へ
る
こ
と

は
姜
當

で
な

い
。

見
性

に
於

て
は
、

「
性
」

を

ノ

エ

マ
と

し

、

「
見
」

を

ノ

エ
ジ

ス
と

す

る
こ
と

は
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で
き

な

い
。

そ

こ

で
は

「
性
」

が

「
見
」

し

、

「
見

」

が

「
性
」

す

る
と

い

つ
て
も

な

ほ
妥
當

な
言

表

は
し

と
は

い

へ
な

い
程

で
あ

る
。
見
性

と

は
、
眞

の
自

己

の
了

々
た

る
非

ノ

エ
マ

・
ノ

エ
ジ

ス
的

畳

に
外
な
ら

ぬ

。
見

性

と
は
、

眞

の
自

己

の
活
濃
濃

地

の
躍

如

を
意

味
し

、
決

し

て
観

照
的
意
識

を
意

味

し
な

い
。
「
性
」
を

ノ

エ

マ
と
す

れ
ば
「
性
」

は
封

象
と
な

る
が
、
見

性

に
於

て
は
性

は
甥
象

で
な

く
し

て
む

し
ろ

圭
膿

で
あ

る
。

「
性
」

は

ノ

エ

マ
の
側

に
あ

る

の

で

は
な

く
し

て
、
却

つ
て

ノ

エ
ジ

ス
の
側

に
あ

る
と
も

い
ひ
得

る

で
あ

ら

う
。
し

か

し
、
何

か

ノ

エ

マ
に
志
向

し

て
居

る

ノ

エ
ジ

ス
で
は
な

い
。

強
ひ

て

い

へ
ば

、

ノ

エ

マ
な

き

ノ

エ
ジ

ス
で
あ

る
。

了

々
と
し

て
見

る

に

一
物
な

し

で
あ

る
。
達

磨

に
慧

可
が

い

つ
た
と

い
は

れ

て
居

る

「
了

々
常

知
」

な

る
語

は

、
眞

の
自

己
が

そ
れ

自
身

を

ノ

エ
マ

的

に
意
識

す

る
と

い

ふ
意

味

で

さ

へ
な

い
の

で
あ

る
。

ま

し

て
、
そ

れ
を

、

そ
れ
自
身

以

外

の
も

の

を
封
象

的

ノ

エ

マ
的

に
常

に
知

つ
て
居

る
と

い
ふ

こ
と

で
あ

る
、

と
解

す

る
の
は
甚

し
き

邪

解

と

い
は
な

け
れ
ば

な

ら

ぬ
。

「
了

々

常
知

」

と
は

、
何

か
を

知

る
こ
と

で
は

な
く

し

て
、
自

分
自

身

が
畳

し

て
居

る
と

い
ふ

こ
と

で
あ

る
。

畳

し

て
居

る

と

い

ふ
こ
と

は
、
畳
膿

が

實
存

し

て
居

る
と

い
ふ
こ
と

で
あ

る
。

そ

れ
故

了

々
と

し

て
常

に
「
知
」
る
と

い

つ
て
も
、

志

向

的
●の
意

味

で
は
な

い
か
ら

、
實

は

ノ

エ
ジ

ス
と

は
根

本

的

に
性

格

を
異

に
す

る
も

の
で
あ

る
。

そ
れ
故

、
封

象

・

な

き

知

と

か
、

了

々
と

し

て
見

る

に

一
物
な

し

と
か

い

つ
て
も
、

そ
れ
は

、
無

封
象

の
意
識

で
も
な

く
、

或

は
何
物

も
無

い
と

い

ふ
意
識

で
も
な

い
。

も
し

か

や
う
な

意
識

な

ら
ば

、
依
然

と
し

て

ノ

エ

マ
・
ノ
土
ジ

ス
的

意
識

で
あ

つ

て
、

ノ

エ
ジ

ス
の
士
ρ
向

封
象

と
し

て

の

ノ

エ
マ
が

「
何

物
も
な

い
」

と

い
ふ

こ
と

で
あ

る

に
過

ぎ

な

い
。
灘

で
い

ふ

〕興
佛

の

所

在

(
一
七
)
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八
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「
無

一
物
」
と
は

さ

う

い

ふ
こ
と

で
あ

つ
て
は
な

ら

ぬ
。
「
無

一
物
」

と

は
眞

の
自
己

そ

の
も

の

の

「
無

所
有

性
」
「
如

虚
空
性
」
を
意
味
す

る
も

の
に
外
な
ら
ぬ
。
眞

の
自
己
は
内

に
差
別
な
く
ー

無
所
有
性
i

、
外

に
邊
際
な
き
ー

ー
如
虚
塞
性
ー

も
の
で
あ
る
か
ら
、
無

　
物
と

い
ふ
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
「
心
外

に
別
に
佛
な
し
」
と
い
ふ
場
合

の
心
は
、
心
理
學
的
な
心
で
も
、
精
紳
的
な
心
で
も
な
く
し

て
、

了
了
常
知
の
不
昧
霊
畳

の
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
が
明
か
に
な
つ
た
今
は
、
眞
佛

の
所
在
も
亦
自
ら
明

か
に
な

つ
た
こ
と
と
思
ふ
。
即
ち
、
眞
佛
は
、
塞
問
上
に
も
、
時
問
上
に
も
、
心
理
學
的
な
心
の
上

に
も
、
乃
至
精

騨
的
な
心
の
上
に
も
在

る
の
で
は
な
く
し
で
、
か

、
る
了
了
…常
知

の
難
畳

の
心
の
上
に
在

る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

ぼ
か

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
心
は
即
心
即
佛
底
の
心
で
あ

つ
て
、
そ
れ
の
外

に
眞

の
佛
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
心

の
上
に
、
或
は
内

に
眞
佛
が
在

る
と
い
つ
て
も
、
文
字
通
h
に

「
上
に
」
、
或
は

「
内
に
」
在

る
わ

け

で
は
な

く
し

ほ
か

て
、
在
所
即
眞
佛

で
あ
り
、
翼
佛
帥
在
所

で
あ

る
。
眞
佛
の
在
所
を
浮
土
と
す
る
な
ら
ば
、
浮

土
の
外

に
置
ハ佛
は
な

ほ
か

く
、
眞
佛
の
外
に
浮

土
は
な

い
。
澤
土

の
内

の
何
庭
か
に
佛
が
坐
席
劫
占
め
て
居
る
と

い
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
は

や
、
眞
の
澤
土
で
も
な
く
、
叉
、
眞

の
佛

で
も
な

い
。
六
租
の
い
ふ
如

く

「
直
心
是
道
場
、
直
心
是
浮
土
」

で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
親
鷲
は

「
謹
ん
で
眞
佛
土
を
按
す
れ
ば
、
佛
は
す
な
は
ち
こ
れ
不
可
思
議
光
如
來
な
り
、
土
は
ま
た

こ
れ
無
量
光
明
土
な

り
」
(
眞
佛
土
巻

五
)
と

い
つ
て
居

る
が
、
眞
佛
を
不
可
思
議
光
如
來
と
い
ふ
の
は
、
も
と
よ
り

文
字
通

り
に
光
明
を
放

つ
て
照
し
て
居
る
如
來
と

い
ふ
こ
と

で
は
な
く
し
て
、

「
非
内
非
,外

に
し
て
な

ほ
虚
塞

の
如

玉8



き
L
(
眞
佛
土
巻
五
)
佛
性
を
光
明
に
よ

つ
て
象
徴
し
た
に
過
ぎ

ぬ
。
随

つ
て
、
眞
土
と
し
て
の
無
量
光
明
土
も
、
塞

間
的
な
土
地
で
は
な
く
し
て
、
佛
性
を
室
問
的

に
象
徴
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
。
-
も
し
さ
う
で
な

か
つ
た
な
ら
ば
、

不
可
思
議
光
如
來
も
無
量
光
明
土
も
、
眞
佛
、
眞
土
と
は
い
は
れ
な

い
。
眞
佛
自
身
が
、
虚
室

の
如
く
無
形
無
相

で
あ

る
か
ら
、
置
ハ土
を
何
庭
か
に
限
界
す

る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
六
祀
が

「
自
性
西
方
」
と
い
ふ
所
以

で
あ

る
。
も
し
も
眞

ぼ
か

佛
土

の
方
向
が
西
方
で
あ

る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
ら
ば
、
自
性

の
外

に
西
方
は
な

い
。
限
界
さ
れ
た
る
西
方

な
ら
ば
、

も
は
や
眞
佛
土
の
方
向

で
は
な

い
。
有
念

か
ら
望
ん
だ
無
念
が
、
眞
佛
土
の
方
向
で
あ

る
。
し
か
し
、
無

念
自
身

に
方
向
は
な

い
か
ら
、
眞
佛

土
に
方
向
は
な
い
。
六
頑
の
い
ふ
如
く

「
如
來
坐
者
、

一
切
法
塞
是
、
是
則
性

塞
無
障
大
佛
坐
」

で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
坐
灘

に
於
け
る
眞

の
坐
も
、
輩
な
る
姿
態
の
坐
で
は
な
く
し
て
、
「
外
於
昌

一
切
善
悪
境
界
一、
心
念
不
レ起
」
が

「
坐
」

で
あ
り

(
六
租
壇
経
)
、
「
離

諸

動
定
」

が

「
大
坐
灘
」
(
悟
性
論
)
で
あ

る
。

只
管
打
坐

の

「
坐
」

も
、

身
心
脱
落
底
の
坐
に
し
て
甫
め
て
眞

の
坐
と

い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

達
磨

の
面
壁

も
、
黄
桀

の
い
ふ
や
う
に
、
「
都

不
レ令
暑人
有
つ見
」
と

こ
ろ

に
そ
の
量
ハ意
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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